医療職（二）職員のみなさんへ
こんにちは。毎日、医療の最先端で医療を担っておられることに敬意を表します。
さて、国立病院が独立行政法人に移行して5年目を迎えました。効率化が求められ、みなさんの職場でもいっそう多忙な業務にご苦労されていることと思います。少しでも働きやすい職場にしていくため、みなさんが全医労と一緒に運動していただきたく手紙を差し上げました。
超過勤務手当はきちんと支給されていますか

みなさんの超過勤務は、1月何時間になっていますか。最近、医療職(二)の仲間のメンタルヘルス問題での休職や退職が増えています。医療職(二)の職場は、非常に集中力、神経を使う仕事が多いために長時間働くことは大きなストレスとなってしまいます。
当直体制を改善しませんか
国立病院で行っている当直は、労働基準法に抵触しかねない施設が多数あります。交替制勤務にすることが望ましいのですが、そのためには増員が欠かせません。
事情を考慮しない転勤はやめさせましょう

医療職(二)職員は、あたりまえのように転勤しています。しかし、業務上どうしても転勤は必要なのか、必要だとしてもその頻度は適切か、家庭の事情で家を離れられない職員まで転勤させられている現状をどうするのか、問題は山積みしています。
臨床工学技士の4級実現！　昇格改善させましょう

昇格も大きな問題です。全医労は毎年、国立病院機構本部と交渉し昇格改善を迫っています。2007年10月の交渉では、臨床工学技士の4級昇格を実現しました。引き続き、心理療法士、歯科衛生士、マッサージ師などの少数職種をはじめ医療職(二)の昇格改善の運動を強めていきます。
心から全医労への加入を訴えます
労働組合法や労働基準法には、労働条件を改善していく手段として、労使による団体交渉が規定されています。団体交渉での要求実現には、どれだけ多くの職員の賛同が得られているか、つまり労働組合にそれだけ多くの職員が加入しているかがカギとなります。

　みなさんが健康を維持しながら、モチベーションと専門性を高めて仕事に専念できるようにするためにも、心より全医労への加入を呼びかけます。
　全医労　　　　　　　　支部

URL:http://www.zen-iro.or.jp（全医労本部）

